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代表取締役社長�

ごあいさつ�
　株主の皆様におかれましては、益 ご々清祥のこととお慶び申し上げます。�

　当社第５７期中間報告書「ANA VISION」をお届けするにあたり、ここに謹んでご挨拶申し上げます。�

　当中間期においては、国内線旅客事業、国際線旅客事業、貨物事業ともに需要が堅調に推移し、過去最高の営業

収入となりました。高値の続く航空機燃料費をはじめとする営業費用も増加したため、営業利益・経常利益は前年同期比

で微減となりましたが、当期純利益も過去最高となりました。�

　当下半期から、5年ぶりに成田～シカゴ線を再開し、中国線等の増便も行って、国際線路線ネットワークの拡充を図ります。�

　また、ホテル事業では、12月1日から世界最大のホテルチェーンであるインターコンチネンタル ホテルズ グループと資本提携を

行い、来年4月に東京全日空ホテルをANAインターコンチネンタルホテル東京にリブランドすることを皮切りに、合同ブランドで

ホテル運営をしていくことに致しました。�

　ＡＮＡグループは今後ともたゆまぬ挑戦を続けて参ります。株主の皆様におかれましては、変わらぬ

ご指導とご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。�

2006年11月�

株主の皆様へ�

中間連結財務諸表�中間連結財務諸表� 2006年4月1日～2006年9月30日�

※本文中の記載金額、数量は表示単位未満の端数を切り捨てております。�

決算に関する資料等は当社ホームページでもご覧いただけます。�
HP（http://www.ana.co.jp）　 IR情報　  決算情報　  決算短信�

ＡＮＡグループ（連結）�

●当中間期の連結業績は好況を背景に売上高は過去最高を記録、また減損損失を計上した前中間期と比べ特別損益が
大幅に改善したこと等から中間純利益も大幅な増益となり、過去最高の水準を記録しました。�

●主力の航空運送事業においては、ビジネス需要を中心に旅客需要が堅調に推移したこと等により増収となりました。�
●原油価格が依然高水準にとどまっているなか、引き続き運航コストの削減を徹底してその影響を最小限にとどめる努
力を続け、営業利益はほぼ前中間期並を確保することができました。�

■経営成績� ■四半期ごとの営業利益の推移�

営業収入�
営業費用�
営業利益�
営業外損益�
経常利益�
特別損益�
当期純利益�

6,909�
6,213�
695�

△ 101�
594�

△ 147�
197

中間期の概況�

増減�
前年同期比�
（%）�

前中間期�

7,528�
6,840�
687�

△ 107�
579�
△ 11�
332�
�

当中間期�

（単位 億円）�

619�
627�
△ 8�
△ 6�
△ 14�
136�
135

109.0�
110.1�
98.8�
－  �
97.6�
－  �
168.8

トピックス�ホテル運営でインターコンチネンタル ホテルズ グループと資本提携�

ANAグループは去る10月23日、世界最大規模のホテルチェーン「インターコンチネンタル ホテルズ グループ」（以下IHGと称す）と資本提携を行い、国内31
か所のANAホテルについて共同で運営を行っていくことを発表いたしました。IHGの持つ卓越したホテル運営のノウハウや世界的なネットワークを活かし
ANAホテルズの価値をより高めていく所存です。また、同時にマイレージサービスでも提携し11月1日からは全世界のＩＨＧのホテルの宿泊でＡＮＡのマイルが
積算できるようになりました。�
具体的には、ＡＮＡのホテル運営子会社である株式会社ＡＮＡホテルズ＆リゾーツを合同会社（ＬＬＣ）に改組した上で、ＩＨＧ米国法人子会社の出資を得て「IHG・
ANA・ホテルズグループジャパン合同会社」（資本金8億3,000万円）と改称し、共同で運営を行っていきます。さらに共同出資により同合同会社の経営を管
理する新会社「IHG・ANA・ホテルズホールディングス株式会社」（資本金2,300万円）を新設しました。�

（単位 億円）�

第4四半期�
第3四半期�
第2四半期�
第1四半期�

2004年3月期� 2005年3月期�2006年3月期� 当中間期�
-400

-200

0

200

400

600

800

1,000

34

164

431

△286

213

508

88

203

578 492

117 195
△11△33

■インターコンチネンタル ホテルズ グループ概要�
本　　　　部 英　国�
運営ホテル数 約3，650ホテル�
客　 室　 数  約54万室�
ホテルブランド インターコンチネンタル ホテルズ＆リゾーツ�
 クラウンプラザ ホテルズ＆リゾーツ�
 ホリデイ・イン ホテルズ＆リゾーツ　など�
�
■ＡＮＡホテルズ概要�
運営ホテル数 国内31ホテル、海外2ホテル�
客　 室　 数  9,664室�
＊上記にはフランチャイズ、リファーラル（送客）契約ホテルを含みます。�

IHG・ANA・ホテルズグループジャパン合同会社�
�

国内のANA HOTELS
直営 17ホテル、フランチャイズ 11ホテル、送客契約 3ホテル�

業務執行社員�

IHG・ANA・ホテルズ�
ホールディングス株式会社�

66％�

74％�
1％�

新会社のスキーム�
34％�

25％�

（単位 億円）�

区　分�

事業年度�

（注） ＊1. 座席キロ：（座席数）×（運航キロメートル）�
 ＊2. 旅客キロ：（旅客数）×（運航キロメートル） �
 ＊3. 利用率：（旅客キロ）÷（座席キロ）�
　　　4. 国内線にはIBEXエアラインズ㈱、北海道国際航空㈱およびスカイネットアジア航空㈱�
　　　　 とのコードシェア便実績を含みます。�
　　　5. 国際線にはユナイテッド航空（成田～ニューヨーク線、関西～ホノルル線）およびエバー�
　　　　航空とのコードシェア便実績を含みます。�
　　　6.  国内線、国際線ともにチャーター便実績を除いております。�
　　　7. 国内線深夜貨物定期便実績を含みます。�

（注） 事業区分内の内訳は内部管理上採用している区分によっています。�
　　 各収入は事業区分（セグメント）間の売上高を含んでおります。�
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増　減�

旅 客 収 入 �

貨 物 収 入 �

郵 便 収 入 �

手 荷 物 収 入 �

　 小 　 計 　 �

旅 客 収 入 �

貨 物 収 入 �

郵 便 収 入 �

手 荷 物 収 入 �

　 小 　 計 　 �

航 空 事 業 収 入 合 計   �
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国 

内 

線�

国 

際 

線�

区　分�
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� 2,327�
309�
203�
65.7�
210�
203�
40�
43�
199�
125�
92�
73.5�
117�
543�
6�
28

2,339     �
314     �
204     �
65.1     �
223     �
216     �
44     �
47     �
223     �
128     �
99     �
77.9     �
127     �
577     �
7     �
31     

100.5�
101.7�
100.8�
△ 0.6�
106.4�
106.1�
109.5�
110.5�
112.0�
101.9�
107.9�
4.4�

108.5�
106.2�
109.1�
113.4
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航空運送事業の売上高� 輸送実績�

前中間期�
2005年 4 月 1 日から�
2005年 9 月30日まで�

当中間期�
2006年 4 月 1 日から�
2006年 9 月30日まで�

前中間期�
2005年 4 月 1 日から�
2005年 9 月30日まで�

当中間期�
2006年 4 月 1 日から�
2006年 9 月30日まで�

●連結対象会社の状況　　　　　　　　  （2006年9月30日現在）�
連結子会社 98社（新規連結3社・除外3社）�
持分法適用会社 23社（新規なし・除外なし）�




